
オンコロジー
サポートチーム



取得方法の注意点
いずれの認定取得も介入症例の提出が必要

資格取得前後の業務
・オンコロジーボードへの参加
・入院・外来がん患者への指導介入
・がん化学療法レジメンの審査・管理
・化学療法関連の院内説明文書の作成

学会 認定制度

日本病院薬剤師会 がん薬物療法認定薬剤師
がん薬物療法専門薬剤師

日本医療薬学会 がん専門薬剤師
がん指導薬剤師

日本臨床腫瘍薬学会 外来がん治療認定薬剤師
外来がん治療専門薬剤師

関連する学会・認定制度



がん薬物療法認定薬剤師（日本病院薬剤師会）

取得までのイメージ

がん化学療法分野に3年間従事

単位、症例を集める

必要書類の送付
試験受験 合否判定

日病薬病院薬学認定薬剤師を取得(最低3年)



がん専門薬剤師（日本医療薬学会）
取得までのイメージ

がん専門薬剤師集中教育講座へ1回以上参加

単位、症例を集める

必要書類の送付
試験受験

合否判定

学会発表 2回以上、または論文 1報

日本医療薬学会に5年以上継続した会員であること/年会に1回以上参加

がん化学療法分野に5年間従事

日病薬病院薬学認定薬剤師を取得（最低 3年）
日本薬剤師会研修センター認定薬剤師を取得 (最短 1年)

JPALS クリニカルラダー5以上を取得（最低 4年）
いずれか1つ



外来がん治療認定薬剤師(APACC)（日本臨床腫瘍薬学会）

取得までのイメージ

薬剤師実務に3年間従事

単位、症例を集める

必要書類の送付
試験受験 合否判定

日病薬病院薬学認定薬剤師を取得(最低3年)
日本薬剤師会研修センター認定薬剤師を取得 (最短 1年)

JPALS クリニカルラダー5以上を取得（最低 4年）
いずれか1つ
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